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理事長・市長の新年のごあいさつ

活動状況・会員互助会研修旅行

亥年生まれで～す

会員募集・編集後記

　

か
み
の
や
ま
温
泉
全
国
か
か
し
祭
は
、

市
民
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
い
ま
す
が
、
美
し
い
環
境
で

お
出
迎
え
す
る
た
め
、
市
民
公
園
周
辺
美

化
活
動
の
シ
ル
バ―

人
材
セ
ン
タ
ー
一
斉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
９
月
17
日
（
月
・
祝
日
）
午

前
８
時
か
ら
、
横
戸
市
長
、
山
口
理
事
長

の
挨
拶
の
後
、
参
加
し
た
会
員
112
人
の
会

員
有
志
の
奮
闘
で
会
場
は
見
違
え
る
様
に

き
れ
い
に
整
い
ま
し
た
。

　

本
紙
の
「
題
字
」
と
「
謹
賀
新
年
」
は
、

北
部
班
（
四
ツ
谷
）
齋
藤
長
太
郎
さ
ん
の

作
品
で
す
。
な
お
、
齋
藤
さ
ん
は
賞
状
筆

耕
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

美
し
い
環
境
で
お
出
迎
え
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。　

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
と
も
ど
も
お

健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
の
皆
様
、
行
政
、
企
業
の
方
々

の
高
齢
者
就
業
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
運
営
し
て
お
り
、

日
頃
か
ら
の
ご
用
命
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。 　

　
　
理
事
長

　
　
　
山 

口  

勝 

博

上
山
市
長

横 

戸 

長
兵
衛

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
の
請
負
・
派

遣
事
業
の
実
績
は
、
お
陰
様
で
昨
年

に
引
き
続
き
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
に
県
内
で
い
ち

早
く
「
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
連
携
協
定
」
を
上
山
市
、
市
商
工

会
と
締
結
し
取
り
組
ん
だ
空
家
管
理

事
業
は
、
目
標
実
働
延
人
員
を
大
幅

に
超
え
、
さ
ら
に
事
業
満
足
度
調
査

に
お
い
て
も
多
く
の
お
客
様
か
ら
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
や
市
商
工
会
と
連

携
を
図
り
事
業
拡
大
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

現
在
、
登
録
会
員
は
約
290
人
で
す
。

毎
月
第
三
木
曜
日
に
入
会
説
明
会
を
当

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
、
会
員
の
募
集
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
行
政
や
企
業
で

の
就
業
機
会
が
増
え
て
お
り
、
最
近
は

入
会
し
て
早
期
に
就
業
先
が
決
ま
る
場

合
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
福
利
厚
生
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
旅
行
、

芋
煮
会
、
会
員
作
品
展
、
新
年
会
な
ど

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性

会
員
や
手
芸
愛
好
会
で
は
作
品
を
製
作

し
て
上
山
城
祭
・
か
み
の
や
ま
温
泉
全

　

新
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

上
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、

豊
富
な
知
識
や
経
験
を
有
す
る
高
齢

者
に
就
業
機
会
の
場
を
提
供
さ
れ
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
や
様
々
な
地
域
活
動
に
大
き
な

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ

り
、
各
分
野
で
担
い
手
不
足
が
叫
ば

れ
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
と
し
て
多

様
な
形
で
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
活
力
あ
る
高
齢
社

会
を
支
え
る
地
域
の
中
核
的
な
組
織

と
し
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
担
う
役
割

は
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
四
月
に
、 

貴
セ
ン
タ
ー
、
市
商
工
会
、
市
と
三

者
に
よ
る
「
空
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、
こ

れ
ま
で
目
標
を
上
回
る
申
込
み
が
あ

り
、
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
本
市
に
お
け
る
適

正
な
空
き
家
管
理
、
良
好
な
生
活
環

境
の
維
持
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
移

住
施
策
な
ど
に
も
良
い
影
響
を
与
え

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

や
は
り
、
健
康
で
長
生
き
を
す
る

新

年

の

ご

あ

い
さ
つ

国
か
か
し
祭
・
会
員
作
品
展
示
会
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
年
４
回
行
っ
て
社
会
奉

仕
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。
働
く
意
欲

を
持
っ
た
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
誰

で
も
会
員
登
録
が
出
来
ま
す
の
で
是

非
、
入
会
し
て
下
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
適
正
な
就
労

に
努
め
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
活
力
あ

る
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
あ
わ
せ
て
皆
様
の

ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

こ
と
は
何
よ
り
幸
せ
な
こ
と
で
あ
り
、  

 
 

皆
様
の
元
気
が
本
市
の
活
力
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
地
域
に
存
分

に
伝
え
、
活
か
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
健
康
に
は
ご
留
意
さ
れ
、
素

晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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紅
葉
が
夕
陽
に
映
え

　

10
月
22
日
午
後
、
旅
行
日
和
の
な

か
大
型
観
光
バ
ス
で
上
山
を
出
発
。

　

紅
葉
の
始
ま
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
一

関
市
へ
、
気
分
は
最
高
！

　

午
後
３
時
過
ぎ
最
初
の
目
的
地

の
厳
美
渓
に
到
着
。
平
日
な
の
で

観
光
客
は
少
な
目
、
日
本
人
か
と

思
え
ば
聞
こ
え
る
言
語
は
中
国
語

か
韓
国
語
か
？

　

紅
葉
が
夕
陽
に
映
え
、
渓
谷
美
は

何
と
も
言
え
な
い
美
し
さ
。

　

景
観
を
楽
し
ん
だ
後
は
今
日
の

宿
泊
地
、
気
仙
沼
の
ホ
テ
ル
へ
、
山

又
山
の
一
般
道
を
延
々
と
・
・
・
車

中
は
少
々
お
疲
れ
気
味
。

 

会
員
互
助
会
研
修
旅
行

こんなことやりました （ 7 月～12月 ）平成 30年度

▲ 会員文化作品展（10/27 ～ 28）

会員互助会研修旅行（ホテル観洋）

▲ 救急救命講習会  (12/4)

▲ 県安全就業推進大会（10/11）

▲ 雪囲い講習会　(10/30)

▲  全国かかし祭売店（9/29 ～ 30）▲ 地域班ボランティア（東・南・北部班）（7/28）

　

『
ホ
テ
ル
観
洋
』
に
着
い
た
時
は
も

う
夕
暮
れ
、
部
屋
に
入
る
と
窓
か
ら

は
、
気
仙
沼
湾
を
、
明
か
り
を
灯
し
て

航
行
す
る
舟
を
眺
め
て
ほ
っ
と
す
る
。

　

ひ
と
風
呂
浴
び
て
、
次
は
一
番
の

楽
し
み
、
大
宴
会
! !
。

　

理
事
長
の
挨
拶
後
、乾
杯
に
入
り
、

新
鮮
な
海
の
幸
を
肴
に
酒
も
進
み
，

一
気
に
全
開
に
な
る
。

　

カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
と
い
つ
終
わ
る

か
分
か
ら
な
い
程
盛
り
上
が
り
、
最

後
は
全
員
、
満
足
顔
で
お
開
き…

　

翌
23
日
は
出
発
前
、
ホ
テ
ル
玄
関

に
て
記
念
撮
影
を
し
て
海
鮮
市
場
へ
。

　

ホ
テ
ル
よ
り
徒
歩
５
分
程
と
近
く

私
達
一
行
の
為
に
開
い
て
く
れ
た
店

内
を
友
人
に
、
家
族
に
、
そ
し
て
自

分
の
為
に
と
財
布
の
紐
も
緩
み
、
バ

ス
の
荷
物
置
場
は
満
杯
に
。

　

買
い
物
が
終
わ
る
と
又
、
一
関
市

へ
戻
り
酒
造
会
社
見
学
へ
。

　

立
派
な
建
物
に
、
試
飲
に
期
待

を
込
め
る
も
一
人
盃
一
杯
分
位
で

ガ
ッ
カ
リ
。

　

こ
こ
を
最
後
に
高
速
道
路
に
入
り

一
路
上
山
へ
、
途
中
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
で
昼
食
を
取
る
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
最
高
の
旅
、
全
員

無
事
到
着
。

　

笑
顔
で
別
れ
の
挨
拶
を
交
わ
し

旅
を
終
わ
る
。　
　
　
　
　

（
R
・
A
）
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生
ま
れ
で
～
す

亥
年

Q.1 

趣
味
は
？

Q.2 

上
山
市
内
で
一
番
好
き
な
場
所
や
施
設
は
？

Q.3 

人
生
で
の
転
機
は
？

Q.4 

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

Q.5 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

　   

た
動
機
を
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
年
男
・
年
女
に
訊
く
　
会
員
35
名
の
中
か
ら
16
名

　
　
の
方
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

〝

〝

１ 

ク
ア
オ
ル
ト
で
山
登
り
。

２ 

桜
の
季
節
に
葉
山
神
社
（
ク
ア
オ
ル

　

 

ト
コ
ー
ス
）
か
ら
見
る
桜
。

３ 

中
学
生
の
時
、
テ
レ
ビ
に
ど
ん
ど
ん

　

 

洋
画
が
入
っ
て
き
て
英
語
の
美
し
さ
、

　

 

海
外
へ
の
あ
こ
が
れ
が
生
ま
れ
英
語

　

 

が
好
き
に
な
っ
た
。

４ 

こ
れ
ま
で
は
家
族
の
た
め
の
人
生
で

　

 

し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
自

　

 

身
が
楽
し
い
生
活
を
し
た
り
、
ボ
ラ

　

 

ン
テ
ィ
ア
で
人
の
役
に
立
ち
た
い
。

５ 

老
後
の
こ
と
を
考
え
、
少
し
で
も
世

　

 

の
中
と
接
点
を
持
ち
た
い
。

（
一
月
生
れ
）

１ 

体
を
動
か
す
ス
ポ
ー
ツ
と
物
を
作
る

　

 

こ
と
。

２ 

畑
、
自
分
で
心
を
込
め
て
作
る
と
応

　

 

え
て
く
れ
る
。
わ
が
家
。

３ 

定
年
年
齢
の
55
歳
に
達
し
た
時
、
先

東
部
班
　

　
吉
田
荘
五
郎

東
部
班
　

　
鈴
木
　
吉
子

（
一
月
生
れ
）

１ 

一
人
静
か
に
音
楽
を
聴
く
こ
と
。（
演

　

 

歌
か
ら
ビ
ー
ト
ル
ズ
ま
で
）

２ 

氏
子
の
方
々
が
桜
を
植
え
て
手
入
れ

　

 

を
し
て
い
る
葉
山
神
社
か
ら
の
市
内

　

 

一
望
。

３ 

施
設
管
理
業
務
で
ス
ポ
少
の
子
供
達

　

 

の
頑
張
り
を
見
て
い
る
時
。
気
持
ち

　

 

が
若
返
り
ま
す
。

４ 

二
人
で
埼
玉
に
い
る
孫
の
野
球
応
援

　

 

に
行
く
事
。

５ 

友
人
か
ら
の
紹
介
。

南
部
班

　
土 

屋 

　 

仁

（
二
月
生
れ
）

１ 

家
庭
菜
園
。

２ 

国
道
13
号
中
山
地
区
よ
り
川
口
地
区

　

 

に
北
進
中
に
見
え
る
蔵
王
連
峰
。

４ 

日
々
健
康
で
過
す
こ
と
。（
マ
イ
ペ
ー

　

 

ス
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い 

　

 

る
）。

５ 

永
年
公
職
に
就
い
て
い
た
が
、
も
う

　

 

少
し
多
く
の
人
と
関
わ
り
た
い
。
日

　

 

常
生
活
の
メ
リ
ハ
リ(

ぼ
け
防
止)

。

東
部
班
　

　
鈴 

木  

　
覺

（
五
月
生
れ
）

１ 

週
１
回
の
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
。

２ 

上
山
城
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で

　

 

歴
史
を
勉
強
中
）。

４ 

日
々
笑
顔
、
日
々
無
事
、
日
々
円
満

　

 

等
、
当
た
り
前
に
生
き
た
い
。

５ 

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い
仕
事

　

 

を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
。

南
部
班

　
清
野
　
安
春

（
三
月
生
れ
）

１ 

特
に
な
し
、
し
い
て
言
え
ば
ス
ロ
ッ

　

 

ト
か
な
？

２ 

牧
野
地
区
か
ら
眺
め
る
蔵
王
連
峰
。

　
 

武
家
屋
敷
と
宿
場
町
。

３ 
病
気
で
入
院
し
、
会
社
を
退
職
せ
ざ

　

 

る
を
得
な
く
な
っ
た
時
。

４ 

長
生
き
と
、
大
き
く
な
っ
た
お
腹
を

　

 

ど
う
し
た
ら
楽
に
小
さ
く
出
来
る
か
。

５ 

少
し
で
も
健
康
維
持
が
出
来
れ
ば
と

　

 

思
い
。

東
部
班

　
小
笠
原
正
昭

（
四
月
生
れ
）

１ 

釣
り
。
盆
栽
。
彫
刻
。

２ 

西
山
ほ
た
る
の
里
。

４ 

人
生
一
生
、
死
ぬ
ま
で
勉
強
。

５ 

定
年
退
職
後
、
色
々
な
人
に
出
会
い

　

 

た
か
っ
た
か
ら
。 北

部
班
　

　
大
沢
　
廣
治

（
六
月
生
れ
）

　

 

輩
か
ら
「
偉
く
な
く
と
も
正
し
く
生

　

 

き
ろ
」
と
言
わ
れ
た
事
。

４  

「
一
人
は
皆
の
た
め
、
皆
は
一
人
の

　

 

た
め
に
」
を
心
が
け
た
い
。

５ 

体
を
動
か
す
事
が
好
き
だ
か
ら
。
年

　

 

金
だ
け
で
は
大
変
だ
か
ら
。
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１ 

テ
レ
ビ
で
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。
ド
ラ
イ

　

 

ブ
。
物
づ
く
り
。

２ 

上
山
城
。
三
吉
山
一
帯
の
紅
葉
。
桜

　

 

の
時
期
の
前
川
ダ
ム
。
古
屋
敷
か
ら

　

 

萱
平
ま
で
の
街
道
。
萱
平
の
大
滝
と

　

 

満
開
の
桜
。

３ 

高
卒
後
就
職
し
、
仕
事
上
多
く
の
方

　

 

と
の
出
会
い
会
話
が
出
来
た
こ
と
。

４ 

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
色
々
な
方
と

　

 

仕
事
を
し
、
会
話
し
体
験
し
た
こ
と

　

 

を
自
分
の
宝
と
し
て
健
康
で
楽
し
く

　

 

生
き
て
い
く
こ
と
。

５ 

ま
だ
シ
ル
バ
ー
が
「
高
齢
者
生
き
が

　

 

い
就
労
事
業
団
」
の
頃
。
退
職
し
て

　

 

色
々
な
こ
と
を
体
験
し
た
い
と
考
え

　

 

て
い
た
時
に
知
人
の
紹
介
で
入
会
。

（
六
月
生
れ
）

１ 

あ
み
も
の
。

４ 

何
事
も
自
分
で
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
。

５ 

友
達
に
誘
わ
れ
て
。

中
部
班
　

　
後
藤
ミ
サ
子

南
部
班
　

　 

金
原
　
宣
至

（
七
月
生
れ
）

１ 

卓
球
。
料
理
。Ｄ
Ｉ
Ｙ
。

２ 

市
民
公
園
の
秋
の
景
色
。

３ 

７
年
前
に
入
院
し
手
術
を
し
た
こ
と
。 

　

 
（
ち
ょ
っ
と
し
た
体
調
の
異
変
に
も

　

 

敏
感
に
な
っ
た
）。

４ 

健
康
を
維
持
し
、
80
歳
位
ま
で
卓
球

　

 

大
会
に
出
読
け
た
い
。

５ 

退
職
後
、
短
時
間
で
も
多
く
の
人
と

　

 

関
わ
っ
て
働
い
て
い
た
い
と
思
っ
た
。

北
部
班

　
田
口
　
和
康

（
八
月
生
れ
）

１ 

手
芸
。

２ 

桜
咲
き
誇
る
町
並
み
。

３ 

転
職
し
た
と
き
。

４ 

先
ず
健
康
で
あ
る
こ
と
。
永
く
仕
事

　

 

が
続
け
ら
れ
る
こ
と
。

５ 

現
在
従
事
し
て
い
る
業
務
の
話
が
あ

　

 

っ
た
時
。

南
部
班
　

　
武
田
　
と
み

（
九
月
生
れ
）

１ 

磯
場
で
の
海
釣
り
、狙
い
黒
鯛
と
真
鯛
。

２ 

月
岡
公
園
。
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
。

３ 

失
望
や
挫
折
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ

　

 

の
都
度
、
友
人
、
先
輩
そ
し
て
家
族
に

　

 

助
け
ら
れ
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と
。

４ 

人
材
セ
ン
タ
ー
の
仲
間
と
協
調
、
協

北
部
班

　
若
林
　
吉
徳

（
九
月
生
れ
）

１ 

ス
キ
ー
（
気
分
転
換
に
最
高
）。

２ 

上
山
城
。
お
城
か
ら
見
る
山
々
、
桜

　
 

が
と
て
も
き
れ
い
。
足
湯
も
好
き
で

　

 
す
。

４ 

実
家
で
家
庭
菜
園
と
き
れ
い
な
花
壇

　

 

を
作
り
元
気
に
過
ご
し
た
い
。

５ 

上
山
に
引
っ
越
し
て
家
の
中
に
い
る

　

 

こ
と
が
多
く
、
外
に
出
て
市
内
の
こ

　

 

と
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

東
部
班
　

　
熊
坂
　
栄
子

（
十
月
生
れ
）

（
十
一
月
生
れ
）

１ 

コ
ー
ラ
ス
。
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料

　

 

こ
だ
わ
り
の
家
庭
菜
園
。

２ 

市
内
が
一
望
出
来
、
空
気
が
澄
ん
で

　

 

心
が
洗
わ
れ
る
葉
山
神
社
。

３ 

嫁
い
で
４
年
目
、
理
解
の
あ
っ
た
義

　

 

母
が
亡
く
な
り
、
ひ
た
す
ら
我
慢
の

　

 

日
々
。（
今
は
幸
せ
で
す
）。

４ 

健
康
第
一
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
り

　

 

た
い
。

５ 

姉
さ
ん
の
紹
介
。 南

部
班
　

　
須
田
　
ヱ
キ

１ 

子
供
が
遊
ぶ
小
物
づ
く
り
。

　

 

自
分
な
り
に
服
を
ア
レ
ン
ジ
。

２ 

市
立
図
書
館
。
葉
山
の
ウ
オ
ー
キ
ン

　

 

グ
コ
ー
ス
。

４ 

健
康
に
気
を
つ
け
る
。(

特
に
食
物
、

　

 

運
動)

５ 

自
分
が
少
し
変
わ
る
こ
と
が
出
来
れ

　

 

ば
と
思
っ
て
。

中
部
班
　

　
川
合
　
静
子

（
十
月
生
れ
）

（
六
月
生
れ
）

１ 

菊
の
花
づ
く
り
。
畑
仕
事
。
釣
り
。

２ 

秋
の
も
み
じ
が
前
川
ダ
ム
の
水
面
に

　

 

映
る
姿
。

４ 

健
康
で
働
く
こ
と
が
一
番
う
れ
し
く

　

 

思
え
る
事
。

５ 

体
力
に
ま
だ
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
。

東
部
班
　

　
木
村
　
政
秋

　

 

力
、
助
け
合
っ
て
一
緒
に
試
行
錯
誤

　

 

し
毎
日
を
元
気
に
働
く
事
。

５ 

入
会
説
明
会
で
高
齢
者
で
も
仕
事
を

　

 

通
し
て
、
地
域
の
皆
様
に
貢
献
し
感

　

 

謝
さ
れ
る
事
を
伺
い
、
入
会
し
て
仲

　

 

間
と
行
動
し
た
い
と
思
っ
た
。



平成 31年1月8日　

１月17日、２月21日、３月20日（水）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
23
年
に
会
員
に

な
っ
て
６
年
、
色
々
な
仕
事
に
従

事
し
て
来
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
の

仕
事
ぶ
り
と
、
植
木
剪
定
、
表
具

表
装
等
々
の
技
術
能
力
は
、
大
し

た
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
心
し
て

お
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
し
て
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
皆
様
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
年
間
で
４
回
の
広
報
編
集
に

先
輩
委
員
と
一
緒
に
携
わ
っ
て
来

ま
し
た
が
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
い

た
だ
き
、
事
業
内
容
や
会
員
の
活

動
を
判
り
易
く
、
見
や
す
い
内
容

で
「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
を
作
成

出
来
た
の
で
は
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

編
集
と

　
　 

良
き
紙
を
作
る

　
　
　  

難
し
さ
か
な
（
字
余
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
Ｍ
・
Ｏ
）

　

新
年 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
届
け
し
た
小
紙
「
シ
ル
バ
ー
か
み

の
や
ま
」
は
、平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）

４
月
１
日
付
発
足
し
た
『
社
団
法
人
上

山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
』※

の
公

式
広
報
機
関
紙
と
し
て
同
年
７
月
誕

生
創
刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
来
年
２
回
と
い
う
少
頻
度
の
発

信
な
が
ら
、
関
係
者
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
て
今
回
節
目
の
第
50
号
発
行
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
研
鑽
に
励
み
、
読
者

皆
様
に
今
、
何
を
報
ず
べ
き
か
を
的
確

に
掴
ん
で
、
諸
先
輩
よ
り
受
け
継
い
だ

バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
く
所
存
で
す
。

◇
毎
度
、
会
議
で
議
論
白
熱
す
る
表

紙
写
真
選
び
、
今
号
は
我
ら
「
シ
ル

バ
ー
パ
ワ
ー
」
ア
ピ
ー
ル
で
行
こ
う
！

と
決
ま
っ
た
こ
の
一
枚
、
出
来
栄
の

程
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

◇
年
始
号
特
集
恒
例
の
〞○
年
生
ま
れ

で
〜
す
〞
は
、
初
出
（
第
22
号
）
以

来
既
に
十
二
支
を
一
巡
し
こ
れ
迄
に

140
名
を
超
え
る
皆
さ
ん
に
ご
登
場
戴

き
ま
し
た
。

　

類
型
的
に
も
見
え
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
人
生
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
豊

か
な
個
性
の
発
露
に
魅
了
さ
れ
ま
す
。

　

活
き
活
き
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
生
き

る
会
員
諸
賢
に
、
幸
あ
れ
！
（
Ｈ
・
Ｗ
）

※

（
平
成
24
年
４
月
１
日
付
公
益
社
団
法
人
に
移
行
）

編
集
後
記

会員募集！入会説明会  毎月第３木曜日開催

「健康維持や生きがいの　
ために働きたい」

シルバー人材センターは高年齢者の健康で生きがいのある生活の実現と、地域社会の
福祉の向上と、活性化に貢献しています。

至 米沢

至 市街地至 山形

JR茂吉記念館前駅

至 蔵王エコーライン

上山市シルバー
人材センター

もちづき
眼科　　

パチンコ

セレモニー 
   ホール

みゆき会病院

シルバー人材センター事務所は

JRかみのやま
温泉駅

N
　い　つ　毎月第3木曜日

　　　　　　　　　　午後1時30分
　　　　　　どこで　シルバー人材センター

会員募集中！

年  会  費　  3,000 円
別に

1,000 円

入会説明会

（会員互助会費）
サッカー場

という意欲ある方の
会員登録をお待ちし
ています。
６０歳以上の方なら
入会可!!

「健康維持や生きがいの　
ために働きたい」

「健康維持や生きがいの　
ために働きたい」

お気軽にお問合せ下さい。  ☎ 673-2083


